第２１回土佐酒アドバイザー研修生募集要項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　高知県酒造組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後援　高知県酒審会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県小売酒販組合連合会

　第１回の研修会開講以来、５３６名の土佐酒アドバイザーが誕生し、郷土の豊かな食生活と土佐酒文化振興のため各方面で活躍しておられます。

　つきましては本年度「第２１回土佐酒アドバイザー研修会」を下記により開講いたします。

　現在受講生の募集をいたしております。多数の方々のご参加を期待いたしております。

記

◆　目　　的　　酒国土佐を誇る土佐酒の特性と、その商品知識の普及、きき酒能力の養成向上

を図り、豊かな食生活と日本酒文化の振興に寄与することを目的とする。
◆　期　　間　　令和６年６月１９日～８月２１日の間、毎水曜日に開催（8/14休講）　延べ９回
並びに認定試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３時３０分～１５時３０分（２時間）

　　　　　　　　　　　　　　　　６月１９日開講式　１３時より　講義１３時３０分～

第１限　講習（座学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２限　きき酒等実習
◆　試験日　　令和６年８月２８日　（水）　１３時３０分～

◆　認定証書授与式　　９月４日（予定）　　

◆　募集定員　　　２０名（先着／１５名に達しない場合は中止となります。ご了承ください。）
◆　申込受付　　　〒780-0843　高知県高知市廿代町15-1　高知県酒造組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　088-823-3558　　　ＦＡＸ　088-823-3559

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail：sakagura@io.ocn.ne.jp

◆　申込締切　　　令和６年　５月１０日（金）定員に達しだい締切となります。お早めにお申し込み下さい。
◆　受講料等　　２５０００円／１名　
　　　（募集定員に達し、開講が決定次第受講料の振込等につきご案内いたします。）

　　　　　　　資格認定授与式（認定料７０００円、懇親会費別）

◆　受講修了者に対する認定制度

　　　　　　　受講者は、研修に出席し、なお認定試験に合格されると「土佐酒アドバイザー」の

　　　　　　　認定証書が授受される。

· 研修内容（予定）
	研修内容（予定）
	きき酒実習

	1、 土佐酒の歴史（酒造組合）
2、 酒類概論（高松国税局）
3、 酒造知識（高松国税局））
4、 酒税法（高松国税局）
5、 日本酒の味（高松国税局）
6、 日本酒の動向、酒米（有識者）
7、 料理と酒（ＲＫＣ製菓調理専門学校）
8、 高知県の酒文化と楽しみ方（酒造組合）
９、高知の酒造り（高知県工業技術センター）
	１、日本酒度の順位
２、アルコール度数
３、味の濃淡・甘辛
４、酸味の識別
５、香味特性の記憶
６、タイプ別清酒の特徴の記憶１
７、タイプ別清酒の特徴の記憶２
８、市販清酒のプロファイル方
９、吟醸香特徴の記憶

	　　　認定試験（学科・きき酒）
	


· 　　研修内容は変更となる場合があります。
◆　講　師　高松国税局　鑑定官室

　　　　　　　　高知税務署　酒類担当官

　　　　　　　　高知県工業技術センター

　　　　　　　　県内外有識者
◆　研修会場　高知市廿代町１５－１
　　　　　　　　　　高知県酒造組合

◆　毎回きき酒実習がありますので「車」での参加はできません。
　　　※　きき酒実習につきましては、スポイトを使い各々のカップで行います。
　　　※　新型コロナ感染予防対策を遵守します。
　　　
